
質疑応答 テキスト 

発言者 内容 

司会 ・質疑応答へ移る。質問がある方、挙手してください。 

質問者 ・地域や大学との連携に関する話があったが、市と県立高校との連携はどのように

考えるか。 

白岡市教育委

員会 

・白岡高校の陸上部の生徒が小学校で指導している例がある。 

・高校の先生が、人材バンクに登録して中学校で指導することが可能だと考える。 

戸田市教育委

員会 

・今のところ高校との連携はない。 

・今後、連携を考えていく。 

スポーツ振興

課 

・企業が費用負担し、出張教室をするという事業がある。 

・その事業で、上尾高校卓球部と地元の卓球団体の方々に来ていただき、親子連れ

や障害のある方へ卓球教室を行ったことがある。 

・このシステムが今後、部活動地域移行へ発展できるのではないかと感じる。 

文教大学 

二宮教授 

・中高一貫校がある中で、珍しいケースではない。 

・高校が主体となっても構わない。 

・現状、中学校が対象となっているが、その地域の中にある資源はすべて可能性が

あるものであるため、ぜひ高校との連携も進めていただきたい。 

質問者 ・部活動の地域移行に関して、約７割の教員が関わりたくないと説明いただいた。 

・一方で、教員による部活動指導は、長い間日本の力になっているのは間違いない

と感じる。 

・地域クラブ活動に関して、教員の関わり方が不明確だと感じる。教員の関与が不

可欠だと感じるが、どう考えるか。 

白岡市教育委

員会 

・１つの中学校の陸上部では、平日は教員、休日は指導員が指導している。 

・平日は、走ることがメインであるが、休日は、教員と連携を取り合い、体の使い

方をメインに指導している。 

・どれだけ、教員と指導員が連携を取れるかが重要だと考える。 



戸田市教育委

員会 

・中学校の先生の話を聞くと、部活動に対する思いは人それぞれで様々である。 

・部活動の指導がしたいため、中学校の教員になった人もいると思うが、働き方改

革といわれる中で、部活動の指導に手を回せないという教員もいる。 

・兼職兼業をして、指導員となる教員もいると思うが、そういった教員は別のたく

さんの業務を担っていることが多い。これだと負担軽減になっていない。 

・この課題に関しては、これから考えていかなければならないと感じる。 

司会 ・以上で、質疑応答を終了とする。 

 


